
　
2026年11月期  第２四半期（中間期）決算短信〔日本基準〕（連結）

2026年７月15日

上場会社名 ＡＳＡＨＩ ＥＩＴＯホールディングス株式会社 上場取引所  東

コード番号 5341 ＵＲＬ  https://www.asahieito-holdings.co.jp/

代表者 （役職名）
代表取締役会長兼社長

グループCEO
（氏名）星野  和也

問合せ先責任者 （役職名）経営管理部　ＩＲ法務担当部長（氏名）町田  英彦 ＴＥＬ  06（7777）2067

半期報告書提出予定日 2026年７月15日 配当支払開始予定日 －

決算補足説明資料作成の有無：無

決算説明会開催の有無　　　：無

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期中間期 2,095 △4.9 △79 － △78 － △98 －

2025年11月期中間期 2,203 9.4 △129 － △123 － △140 －

（注）包括利益 2026年11月期中間期 △105百万円（－％） 2025年11月期中間期 △139百万円（－％）

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期中間期 △12.78 －

2025年11月期中間期 △24.55 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期中間期 3,004 1,598 48.5

2025年11月期 2,573 1,041 35.2

（参考）自己資本 2026年11月期中間期 1,457百万円 2025年11月期 906百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － － － 0.00 0.00

2026年11月期 － －

2026年11月期（予想） － － －

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,200 △3.2 △130 － △135 － △160 － △18.89

１．2026年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年12月1日～2026年５月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2026年11月期の配当につきましては、現在のところ未定であります。

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

連結業績予想の修正については、本日（2026年７月15日）公表いたしました「第２四半期（中間期）連結業績予想

と実績の差異及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」をご覧ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年11月期中間期 9,070,419株 2025年11月期 6,544,419株

②  期末自己株式数 2026年11月期中間期 2,231株 2025年11月期 2,231株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年11月期中間期 7,695,062株 2025年11月期中間期 5,710,774株

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

新規     － 社  （社名）　、除外     － 社  （社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更      ：無

②  ①以外の会計方針の変更                    ：無

③  会計上の見積りの変更                      ：無

④  修正再表示                                ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

(将来に関する記述等についてのご注意)

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．当中間決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。
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【売上高の内訳】 （単位：百万円、％）

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間
対前年同期

増減額

対前年同期

増減率
（自　2024年12月１日

　至　2025年５月31日）

（自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日）

住まい事業 1,413 1,337 △76 △5.4

暮らし事業 787 750 △36 △4.7

投資事業 3 8 5 175.8

小計 2,203 2,095 △107 △4.9

その他・調整額 － － － －

合計 2,203 2,095 △107 △4.9

【営業利益又は営業損失（△）の内訳】 （単位：百万円、％）

前中間連結会計期間 当中間連結会計期間
対前年同期

増減額

対前年同期

増減率
（自　2024年12月１日

　至　2025年５月31日）

（自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日）

住まい事業 △126 △84 42 －

暮らし事業 △6 △5 1 －

投資事業 1 2 0 36.9

小計 △131 △86 44 －

その他・調整額 1 7 5 318.7

合計 △129 △79 50 －

１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当中間連結会計期間におけるわが国経済は、政府による物価高対策などの影響もあり個人消費が増加するなど景

気の緩やかな持ち直しが見られますが、中東情勢により物価上昇の継続が依然として個人消費に影響を及ぼし、先

行きの不透明な状況が継続しております。

　このような経済環境の中、当社グループは、引き続き『住宅設備メーカー企業から「住まいと暮らし」創造企業

グループへ』を基本経営方針として住宅設備機器製造事業から派生する事業を事業多様化戦略により展開し、より

幅広く、より多くの方々に、より良い「住まいと暮らし」を提供することの出来る企業体へと転換を図っておりま

す。

　当中間連結会計期間における当社グループの業績は、商業施設管理事業や前連結会計年度より取組みを開始した

就労支援事業が堅調に推移した一方で、不動産事業が低調に終わったこともあり、売上高は前年同期を下回る結果

となりました。また、コスト面では各種収益改善の取組みをしたことにより粗利率の増加及び経費削減の成果を出

せましたが、売上高が伸び悩んだ影響により黒字化を達成するまでには至りませんでした。引き続き、希ガス事業

及び暗号資産の流動性提供事業の拡大を中心とした新たな収益源の確立に注力するとともに、コスト面の改善にも

積極的に取組み、収益改善を図ってまいります。

　なお、当社は、2025年11月21日付開示「新たな事業の開始に関するお知らせ」に記載のとおり、第三者割当によ

る第12回新株予約権（行使価額修正条項付）及び第13回新株予約権の発行並びに当該新株予約権の行使により調達

する資金（最大で約27億円規模）を活用し、トレジャリー事業を開始しております。当中間連結会計期間における

資金調達額は、571百万円であり、当該資金調達額のうち59百万円を暗号資産の取得に充当しております。

　以上の結果、当中間連結会計期間の売上高は2,095百万円(前年同期比4.9％減少)、営業損失は79百万円(前年同

期は営業損失129百万円)、経常損失は78百万円(前年同期は経常損失123百万円)、親会社株主に帰属する中間純損

失は98百万円(前年同期は親会社株主に帰属する中間純損失140百万円)となりました。

セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。

①住まい事業

住まい事業では、衛生機器・洗面機器の販売及び建築仕上塗材の販売を行っております。売上高は1,337百万円

(前年同期比5.4％減少)、営業損失は84百万円(前年同期は126百万円の営業損失)となりました。

②暮らし事業

暮らし事業では、太陽光発電及び蓄電池システムの施工販売、施設管理並びに不動産販売を行っております。売

上高は750百万円(前年同期比4.7％減少)、営業損失は５百万円(前年同期は６百万円の営業損失)となりました。
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③投資事業

投資事業では、Ｍ＆Ａ及び不動産賃貸を行っております。売上高は８百万円(前年同期比175.8％増加)、営業利益

は２百万円(前年同期比36.9％増加)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①　資産、負債及び純資産の状況

　当中間連結会計期間末の総資産は3,004百万円となり、前連結会計年度末に比べて431百万円の増加となりまし

た。その主な要因は、現金及び預金が403百万円、暗号資産が54百万円、電子記録債権が15百万円それぞれ増加し

た一方、受取手形及び売掛金が75百万円減少したことによるものであります。

　負債につきましては1,406百万円となり、前連結会計年度末に比べて125百万円の減少となりました。その主な要

因は、長期借入金（１年内返済予定含む）が47百万円増加した一方、支払手形及び買掛金が84百万円、未払金が52

百万円、未払費用が18百万円それぞれ減少したことによるものであります。

　純資産につきましては1,598百万円となり、前連結会計年度末に比べて556百万円の増加となりました。その主な

要因は、新株予約権の行使による株式の発行により資本金及び資本剰余金がそれぞれ285百万円増加及び第三者割

当による株式の発行により資本金及び資本剰余金がそれぞれ45百万円増加した一方、親会社株主に帰属する中間純

損失の計上により利益剰余金が98百万円減少したことによるものであります。なお、当社は、2026年２月26日開催

の定時株主総会において、資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分の件を決議し、2026年４月３日に

効力が発生しております。この結果、資本金が1,472百万円、資本剰余金が1,150百万円それぞれ減少、利益剰余金

が2,623百万円増加しております。

②　キャッシュ・フローの状況

　当中間連結会計期間の現金及び現金同等物（以下「資金」という）の中間期末残高は、前連結会計年度末より

403百万円増加し、896百万円となりました。当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの

要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において営業活動による資金の減少は221百万円(前年同期は30百万円の減少)となりまし

た。これは主に税金等調整前中間純損失を82百万円計上及び法人税等の支払額22百万円が生じたこと、仕入債務が

84百万円、未払金が51百万円それぞれ減少したこと及び売上債権が59百万円減少したことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において投資活動による資金の減少は77百万円(前年同期は79百万円の減少)となりました。

これは主に暗号資産の取得による支出59百万円及び有形固定資産の取得による支出11百万円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当中間連結会計期間において財務活動による資金の増加は701百万円(前年同期は79百万円の増加)となりまし

た。これは主に新株予約権の行使による株式の発行による収入524百万円、株式の発行による収入90百万円、長期

借入れによる収入100百万円及び長期借入金の返済による支出52百万円があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2026年11月期の連結業績予想につきましては、当中間連結会計期間の実績を勘案し、2026年１月19日に公表いた

しました「2025年11月期決算短信」に記載の通期連結業績予想を修正しております。詳細については、本日（2026

年７月15日）公表いたしました「第２四半期（中間期）連結業績予想と実績の差異及び通期連結業績予想の修正に

関するお知らせ」をご覧ください。
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等

　当社グループは、『住宅設備メーカー企業から「住まいと暮らし」創造企業グループへ』を基本経営方針として

住宅設備機器製造事業から派生する事業を事業多様化戦略により展開し、より幅広く、より多くの方々に、より良

い「住まいと暮らし」を提供することの出来る企業体へと転換を図っております。

　しかしながら、当中間連結会計期間においても世界的な情勢不安、大幅な円安による原材料価格高騰の影響を受

ける等、十分な収益力及び財務体質の改善に至っていない状況にあります。

　これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりま

す。このような状況を早期に解消すべく、下記に記載の対応策を実施することにより、収益性及び財務体質の改善

を図って参ります。

・今後の事業戦略について

　当社グループは、基幹事業である衛生陶器事業に加えて、新たな事業を展開する事業多様化戦略の下で収益拡大

を目指して参りました。その方針の下で、企業買収を通じた新たな事業展開も開始しております。今後も事業多様

化戦略を積極的に推進するとともに、グループ企業それぞれの強みを活かした事業シナジーの創出にも重点を置

き、事業拡大に努めて参ります。その一環として各グループ企業の協力体制の元、引き続き「リフォーム・リノベ

ーション事業」、「ホームセンター等における太陽光・蓄電池設備の催事営業」を強化して参ります。住環境設備以

外では新たに暗号資産の運用も開始し、収益の向上を目指して取り組んでおります。

　また、販売及び生産拠点の集約など事業体制のスリム化を進めることで収益改善を図って参ります。

・財務基盤の安定化

　事業成長と安定した収益基盤構築のために、当社は2025年11月21日開催の取締役会において、2025年12月８日を

割当日とする第三者割当による新株式及び新株予約権の発行を決議し、新株式発行による資金調達を実施するとと

もに、新株予約権の行使による資金調達を行っており、引き続き新株予約権の行使による資金調達を行う予定で

す。

　しかしながら、これらの対応策は進捗の途上であって、今後の事業の進捗状況によっては、今後の資金繰りに重

要な影響を及ぼす可能性があり、また新株予約権による資金調達についても計画通りの行使が確約されているもの

ではないことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 525,088 928,744

電子記録債権 87,734 102,881

受取手形及び売掛金 612,729 537,670

商品及び製品 363,465 372,372

仕掛品 22,180 22,527

原材料 75,373 65,719

前渡金 13,727 26,426

暗号資産 － 54,720

その他 59,208 85,200

貸倒引当金 △21,521 △24,038

流動資産合計 1,737,986 2,172,224

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 78,239 77,119

車両運搬具（純額） 0 0

工具、器具及び備品（純額） 13,495 13,755

土地 512,242 512,242

リース資産（純額） 8,795 12,788

建設仮勘定 － 4,950

有形固定資産合計 612,771 620,855

無形固定資産

のれん 70,832 56,786

ソフトウエア 2,177 1,577

無形固定資産合計 73,010 58,364

投資その他の資産

投資不動産（純額） 59,386 58,909

投資有価証券 2,133 2,513

出資金 370 370

差入保証金 69,590 69,812

生命保険積立金 1,087 1,130

破産更生債権等 71,789 71,789

その他 16,935 20,668

貸倒引当金 △71,789 △71,789

投資その他の資産合計 149,504 153,404

固定資産合計 835,286 832,623

資産合計 2,573,273 3,004,848

２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 331,340 246,510

短期借入金 3,686 3,058

１年内返済予定の長期借入金 101,962 170,348

未払金 165,626 113,343

未払費用 44,206 25,819

未払法人税等 23,188 9,374

未払消費税等 21,550 14,603

賞与引当金 1,261 5,200

製品保証引当金 7,625 7,625

その他 28,159 28,637

流動負債合計 728,606 624,520

固定負債

長期借入金 581,100 560,349

退職給付に係る負債 165,595 161,833

役員退職慰労引当金 1,800 1,800

預り営業保証金 29,860 29,038

その他 24,886 28,962

固定負債合計 803,243 781,982

負債合計 1,531,849 1,406,503

純資産の部

株主資本

資本金 2,553,874 1,411,710

資本剰余金 1,026,894 206,639

利益剰余金 △2,652,311 △127,511

自己株式 △2,046 △2,046

株主資本合計 926,410 1,488,791

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 597 846

為替換算調整勘定 △20,720 △31,865

その他の包括利益累計額合計 △20,122 △31,018

新株予約権 126,744 128,161

非支配株主持分 8,390 12,409

純資産合計 1,041,423 1,598,344

負債純資産合計 2,573,273 3,004,848
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日)

売上高 2,203,565 2,095,943

売上原価 1,540,941 1,406,276

売上総利益 662,623 689,667

販売費及び一般管理費 791,944 768,763

営業損失（△） △129,320 △79,096

営業外収益

受取利息 129 260

受取配当金 25 32

為替差益 － 11,999

投資有価証券売却益 10,234 －

雑収入 6,639 9,675

営業外収益合計 17,028 21,968

営業外費用

支払利息 3,873 4,688

暗号資産運用損 － 1,158

暗号資産評価損 － 4,057

暗号資産管理費用 － 5,736

為替差損 4,660 －

資金調達費用 － 3,496

雑支出 2,605 2,347

営業外費用合計 11,138 21,486

経常損失（△） △123,430 △78,614

特別損失

固定資産除却損 2,893 －

債権売却損 － 3,825

特別損失合計 2,893 3,825

税金等調整前中間純損失（△） △126,323 △82,440

法人税等 9,076 11,897

中間純損失（△） △135,399 △94,337

非支配株主に帰属する中間純利益 4,772 4,019

親会社株主に帰属する中間純損失（△） △140,171 △98,356

（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

（中間連結損益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日)

中間純損失（△） △135,399 △94,337

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 228 248

為替換算調整勘定 △4,003 △11,144

その他の包括利益合計 △3,774 △10,895

中間包括利益 △139,174 △105,233

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 △143,946 △109,252

非支配株主に係る中間包括利益 4,772 4,019

（中間連結包括利益計算書）
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（単位：千円）

前中間連結会計期間
(自　2024年12月１日
　至　2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自　2025年12月１日

　至　2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純損失（△） △126,323 △82,440

減価償却費 8,873 9,089

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,369 2,516

賞与引当金の増減額（△は減少） 304 3,938

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 5,646 △3,762

受取利息 △129 △260

支払利息 3,873 4,688

為替差損益（△は益） 4,660 △11,999

のれん償却額 14,045 14,045

固定資産除却損 2,893 －

投資有価証券売却損益（△は益） △10,234 －

売上債権の増減額（△は増加） △43,270 59,912

棚卸資産の増減額（△は増加） 32,797 399

販売用不動産の増減額（△は増加） 90,056 －

仕入債務の増減額（△は減少） 44,012 △84,829

未払金の増減額（△は減少） △7,053 △51,546

未払消費税等の増減額（△は減少） △15,120 △8,461

前渡金の増減額（△は増加） 31,318 △12,699

その他 △43,109 △32,506

小計 △8,129 △193,914

利息及び配当金の受取額 155 293

利息の支払額 △3,658 △4,688

法人税等の支払額 △18,412 △22,703

営業活動によるキャッシュ・フロー △30,045 △221,012

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △37,968 －

投資有価証券の売却による収入 48,187 －

有形固定資産の取得による支出 △48,862 △11,714

短期貸付金の純増減額（△は増加） △2,453 289

敷金及び保証金の差入による支出 △7,362 －

定期預金の預入による支出 △31,600 △621

暗号資産の取得による支出 － △59,999

その他 64 △5,567

投資活動によるキャッシュ・フロー △79,994 △77,614

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △520 △627

長期借入れによる収入 45,100 100,000

長期借入金の返済による支出 △64,371 △52,365

社債の発行による収入 － 45,000

リース債務の返済による支出 △4,191 △2,757

株式の発行による収入 － 90,000

新株予約権の行使による株式の発行による収入 100,170 524,340

新株予約権の発行による収入 － 2,040

非支配株主からの払込みによる収入 3,000 －

その他 － △3,996

財務活動によるキャッシュ・フロー 79,186 701,631

現金及び現金同等物に係る換算差額 199 28

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △30,654 403,033

現金及び現金同等物の期首残高 464,783 492,988

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 9,665 －

現金及び現金同等物の中間期末残高 443,794 896,022

（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　当社グループは、『住宅設備メーカー企業から「住まいと暮らし」創造企業グループへ』を基本経営方針として

住宅設備機器製造事業から派生する事業を事業多様化戦略により展開し、より幅広く、より多くの方々に、より良

い「住まいと暮らし」を提供することの出来る企業体へと転換を図っております。

　しかしながら、当中間連結会計期間においても世界的な情勢不安、大幅な円安による原材料価格高騰の影響を受

ける等、十分な収益力及び財務体質の改善に至っていない状況にあります。

　これらの状況により、継続企業の前提に関する重要な疑義を生じさせるような事象又は状況が存在しておりま

す。このような状況を早期に解消すべく、下記に記載の対応策を実施することにより、収益性及び財務体質の改善

を図って参ります。

・今後の事業戦略について

　当社グループは、基幹事業である衛生陶器事業に加えて、新たな事業を展開する事業多様化戦略の下で収益拡大

を目指して参りました。その方針の下で、企業買収を通じた新たな事業展開も開始しております。今後も事業多様

化戦略を積極的に推進するとともに、グループ企業それぞれの強みを活かした事業シナジーの創出にも重点を置

き、事業拡大に努めて参ります。その一環として各グループ企業の協力体制の元、引き続き「リフォーム・リノベ

ーション事業」、「ホームセンター等における太陽光・蓄電池設備の催事営業」を強化して参ります。住環境設備

以外では新たに暗号資産の運用も開始し、収益の向上を目指して取り組んでおります。

　また、販売及び生産拠点の集約など事業体制のスリム化を進めることで収益改善を図って参ります。

・財務基盤の安定化

　事業成長と安定した収益基盤構築のために、当社は2025年11月21日開催の取締役会において、2025年12月８日を

割当日とする第三者割当による新株式及び新株予約権の発行を決議し、新株式発行による資金調達を実施するとと

もに、新株予約権の行使による資金調達を行っており、引き続き新株予約権の行使による資金調達を行う予定で

す。

　しかしながら、これらの対応策は進捗の途上であって、今後の事業の進捗状況によっては、今後の資金繰りに重

要な影響を及ぼす可能性があり、また新株予約権による資金調達についても計画通りの行使が確約されているもの

ではないことから、現時点では継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められます。

　なお、中間連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不確実性の影響

を中間連結財務諸表に反映しておりません。

（中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

 （法人税等の算定方法）

　当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金

費用を計算すると著しく合理性を欠く結果になる場合には、税引前中間純利益に一時差異等に該当しない重要な差

異を加減したうえで、法定実効税率を乗じて計算しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当中間連結会計期間において、第三者割当による株式の発行により資本金及び資本剰余金がそれぞれ45,000千円増

加しております。

　また、新株予約権の行使による株式の発行により資本金及び資本剰余金がそれぞれ285,368千円増加しておりま

す。

　さらに、当社は、2026年２月26日開催の定時株主総会において、資本金及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の

処分の件を決議し、2026年４月３日に効力が発生しております。この結果、資本金が1,472,532千円、資本剰余金が

1,150,624千円それぞれ減少、利益剰余金が2,623,156千円増加しております。

　これら及び親会社株主に帰属する中間純損失の計上により、当中間連結会計期間末において資本金が1,411,710千

円、資本剰余金が206,639千円、利益剰余金が△127,511千円となっております。
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（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３住まい事業 暮らし事業 投資事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
1,413,465 787,003 3,096 2,203,565 － 2,203,565 － 2,203,565

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

6,627 1,725 － 8,353 105,600 113,953 △113,953 －

計 1,420,093 788,729 3,096 2,211,918 105,600 2,317,518 △113,953 2,203,565

セグメント利益

又は損失（△）
△126,327 △6,710 1,840 △131,196 △2,740 △133,937 4,616 △129,320

（単位：千円）

報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額

（注）２

中間連結
損益計算書

計上額
（注）３住まい事業 暮らし事業 投資事業 計

売上高

外部顧客への

売上高
1,337,008 750,395 8,540 2,095,943 － 2,095,943 － 2,095,943

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

4,732 2,271 － 7,003 94,200 101,203 △101,203 －

計 1,341,740 752,666 8,540 2,102,947 94,200 2,197,147 △101,203 2,095,943

セグメント利益

又は損失（△）
△84,145 △5,324 2,519 △86,950 4,014 △82,936 3,840 △79,096

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前中間連結会計期間（自 2024年12月１日　至 2025年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に経営指導料であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 4,616千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ　当中間連結会計期間（自 2025年12月１日　至 2026年５月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、主に経営指導料であります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額 3,840千円は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、中間連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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